
活動名︓空き店舗×リノベ×メディア=路地裏マイクロディベロッパー事業による地域再⽣ （株
式会社旧三福不動産）

（活動拠点）神奈川県⼩⽥原市
駅から離れた「空き家・空き店舗」が増える路地裏的エリアで、個性を⽣かしたリノベーションを⾏い、新規開業や移住を促進。独⾃メディア
で事例を発信し、エリアブランディングを強化する。また、市の「空き店舗利活⽤促進事業」や商⼯会議所と連携し、公共・⾦融・⺠間を巻
き込み、フェーズに合わせた多⾯的な⽀援を展開し、地域価値の最⼤化を図る。

活動の概要

活
動
内
容

新たに創造する地域価値・
解決を⽬指す社会課題等

空き家・空き店舗に若⼿の実⼒者を誘致し、⼩さくて良いお店が集まるエリアとしてブランディ
ング。単なる開業・移住⽀援にとどまらず、創業者等のコミュニティ形成も促進し、新旧住⺠の
交流を⽣み出す。さらに、メディア発信でエリア価値を向上させ、不動産価値の向上や出店・
移住希望者の増加につなげている。

先進性・新規性

●メディアを通じたエリアブランディング
WEB等メディアで、新たにオープンした店舗を紹介したり、本町・浜町など字（あざ）単位で
狭⼩エリアの魅⼒を発信することで、エリアの価値を⾼め、創業・移住希望者を広く集める。
●⾏政等との連携・共創
⾃治体・⾦融機関等の既存の⽀援制度を活かしつつ、柔軟な連携をさせることで各制度の
効果を最⼤化し、エリア価値向上へつなげた。

地域づくり・
コミュニティづくりへの寄与

●空き店舗の活性化と波及効果
駅から15分ほど離れた元歓楽街の⻘物町・宮⼩路エリアでは、10年前に20数軒まで減った
店舗数（最盛期200軒超）が、旧三福不動産の仲介で19軒増加。近年は他の不動産
事業者の参⼊/仲介も進み、さらなる活性化が⾒られる。
●商店会・地域活動への参加
新規店舗の商店会加⼊率はほぼ100％。メディアを通じた可視化により、店舗間の交流が
⽣まれ、独⾃のイベント企画や既存の祭りへの参加が活発化。地域活動の担い⼿育成にも
つながっている。

活動の成果

・空き店舗・空き家を活⽤した創業は10年で118軒に上る（直近5年は68件）
・移住者は10年で201組（直近5年では120組）
・メディアのうちWEBメディアは「⼩⽥原＋移住」「⼩⽥原＋リノベ」「⼩⽥原＋不動産」等の
検索ワードで、Googleの検索1-2位となっており、閲覧数も⽉間で10万PV（ページ
ビュー）と広く様々な⽅から⾒られている

特にアピールしたいポイント
・⼩⽥原駅15-20分ほどのエリアでは、店舗の賃料相場が坪3,500円前後→坪5,000-
6,000円前後へ、⼟地の売買相場も坪30万前後→坪50-60万円と1.5倍-2倍に上昇
・既存の取り組みを柔軟に連携させているため、継続性や普遍性が⾼い

他の受賞歴等 なし

推薦者︓⼩⽥原市都市部都市政策課、
経済部商業振興課

【共創者】⼩⽥原市都市部都市政策課、経済部商業振興課（地⽅公共団体）・⼩⽥原箱根商⼯会議所・さがみ信⽤⾦庫

空き店舗の多かったエリアに⾏
列のできる店ができた

※活動の様⼦が分かる写
真を説明を添えて添付
してください。

ウェブサイトやその他メディアを
通じたエリアブランディング



⼩⽥原市
空き店舗利活⽤促進事業

商⼯会議所
創業⽀援事業

信⽤⾦庫
創業⽀援事業（融資）

活動の概要①

空き店舗

リノベメディア

物件探し

設計・施⼯魅⼒を可視化

路地裏マイクロディベロッパー
旧三福不動産

駅から離れ空き家・空き店舗の増えた路地裏的エリアにおいて
公共、⾦融機関、⺠間を連携させ、フェーズに合わせて多⾯的に活動を推進する。
新規創業や移住を増やし、地域の価値を最⼤化するための取り組み。

相互連携

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟



活動の概要②これまでの事例⼀部紹介

創業119年の⽼舗・⾖腐屋の店舗を製茶⼯房＆カフェとして再⽣

築50年超のビルを複合施設として再⽣

平屋の空き家をイタリアンレストランとして再⽣
不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟



減り続ける⼈⼝と
それに伴って増える空き家・空き店舗

駅前やロードサイドは
ディベロッパーの開発はあるが、
それ以外のエリアは次第に衰退

駅から数百m離れると
空き家空き店舗が⽬⽴つ

活動の背景（地域課題）

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟

出典：Google ストリートビュー

出典：Google ストリートビュー



活動の⽬的

⼩⽥原市内に増え続ける空き家・空き店舗を活⽤し
創業・移住等を推進して地域価値を向上させる

出典：Google ストリートビュー

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟



活動の紹介（フェーズ別施策）

空き店舗等の利活⽤に必要なプレイヤーの
多寡は都市の状況に応じて異なる。

不動産仲介、リノベーション設計施⼯、
メディア運営をベースにした上で、地域に
おける担い⼿の多寡に応じた施策を⾏って
きた。

借り⼿
（担い⼿）

いない ⼤勢いる

とにかく
⾃分でやる

発掘・育成の
仕組み

やりたい⼈が集まる
仕組み

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟



フェーズ① プレイヤー不在時

とにかく
⾃分でやる

発掘・育成の
仕組み

やりたい⼈が集まる
仕組み

かつて地元に親しまれた町中華（三福）の跡を
「コワーキングスペース旧三福」としてオープン（2012）
神奈川県内で4番⽬（横浜以外では初）のコワーキングと
なる。
さらに2年後の2014年、この場所で旧三福不動産を創業。

⽇本政策⾦融公庫 創業企業事例集「起こす!50 "地域を起こす創業企業"」

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟



フェーズ② プレイヤーがまだ少ない段階

とにかく
⾃分でやる

発掘・育成の
仕組み

やりたい⼈が集まる
仕組み

商⼯会議所へ企画提案し、創業⽀援事業を⾏う（2015-2020）
2015-2020の6年間でゲストハウス、飲⾷等、36組を超える創業者が誕⽣

主催：商⼯会議所 創業セミナー

市内のさまざまな団体・事業者を連携させた
創業⽀援スキームの構築

創業セミナー
商⼯会議所
旧三福不動産

創業相談
商⼯会議所

融資の相談
信⾦・公庫

マルシェ
カミイチ・軽トラ市

コワーキング
スペース
旧三福不動産

物件探し
旧三福不動産

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟



フェーズ③ プレイヤーが増えた段階

とにかく
⾃分でやる

発掘・育成の
仕組み

やりたい⼈が集まる
仕組み

ウェブサイトには⼀般の不動産会社とは異なり、物件情報だけでなく、
エリアの紹介や新しくできた店舗の紹介などのコラムが多数

オウンドメディアを通じて、エリアブランディングを⾏い、
開業希望者、移住希望者等を集める

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟



フェーズ③ プレイヤーが増えた段階

とにかく
⾃分でやる

発掘・育成の
仕組み

やりたい⼈が集まる
仕組み

ユーザーニーズに沿ったメディアを展開することで、検索結果も上位になっており、
⽉間10万PV、ユニークユーザー数1.5万と多く、開業・移住希望者が来訪する仕組みに

Google検索順位

⼩⽥原 不動産 2位

⼩⽥原 リノベーション 1位

⼩⽥原 移住 2位

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟



フェーズ④ プレイヤーが増え、借りられる物件が不⾜

とにかく
⾃分でやる

発掘・育成の
仕組み

やりたい⼈が集まる
仕組み

借りられる物件を
増やす仕組み

空き家・空き店舗はある。増える⼀⽅だが
→⽼朽化のため、修繕が必要
→家財があり、処分しないと貸せない
→商売は辞めたが、住んでいるため店舗と居住部分の区分けをしないと貸せない

このような理由により、空き店舗・空き家だが活⽤できない物件が多い
不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟



フェーズ④ プレイヤーが増え、借りられる物件が不⾜

とにかく
⾃分でやる

発掘・育成の
仕組み

やりたい⼈が集まる
仕組み

借りられる物件を
増やす仕組み

改修⼯事や家財処分等
賃貸物件の整備に補助

⼩⽥原市
空き店舗等利活⽤促進事業(H30〜)
（R3に制度変更）

市に協⼒して事業制度を変更(R3)
借り⼿補助⇒貸し⼿補助

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟

※⼩⽥原市提供データ

店)



フェーズ①〜④の活動の成果

◯店舗等の新規開業
駅から離れ、家賃が安く、寂れたエリアを中⼼に
10年で118軒の店舗・事務所・アトリエ等がオープン。

◯⼩⽥原市への移住者
201組が当活動を通じて⼩⽥原市へ移住した。



特に変化が起きたエリア＝「宮⼩路周辺」
駅からも距離があり、多くのシャッターが⽬⽴っていた通り
そんな過去の栄華が過ぎ去って久しい歓楽街が
出店希望者に⼈気のエリアへ再⽣

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟

写真出典：Google ストリートビュー



元カフェレストランがゲストハウス＆バーとして再⽣

宮⼩路周辺エリアのリノベーション

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟



元テーラーがワインバーに

宮⼩路周辺エリアのリノベーション

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟



元ふぐ料理店が超⼈気のスパイス焼き菓⼦店に

宮⼩路周辺エリアのリノベーション

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟



地域住⺠と観光客でにぎわい、
⼩⽥原の新旧の魅⼒が凝縮するエリアに⽣まれ変わっている
今後も更なる店舗開業が⾒込まれる

不動産価格も賃貸・売買ともに10年で1.5〜2倍に



「路地裏マイクロディベロッパー」としての取り組みのまとめ

→とにかく
⾃分でやる

フェーズ①
（起業の・活⽤の）プレイヤー不在時

フェーズ②
プレイヤーがまだ少ない段階

→発掘・育成
のしくみ

フェーズ③
プレイヤーが増えた段階

フェーズ④
プレイヤーが増え
借りられる物件が不⾜

→やりたい⼈が
集まるしくみ

→借りられる物件
を増やすしくみ

空き店舗にコワーキングスペースをオープン

メディアを活⽤して⼈を集め、10年で118件の開業
寂れたエリアが出店⼈気エリアに⽣まれ変わる。

⼩⽥原市
空き店舗等利活⽤促進事業

商⼯会議所や地元⾦融機関と連携した創業⽀援

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟



「路地裏マイクロディベロッパー」としての取り組みのまとめ

“アイデアは既存のものの新しい組み合わせ以外の何物でもない”
出典：アイデアのつくり⽅ ジェームス・W・ヤング

既存の各取り組みを活かしつつ
組み合わせ⽅は新しく、効果を最⼤化

不動産쎅쏟쎆쏟쏟쏟쎅쏟

⼩⽥原市
空き店舗利活⽤促進事業

商⼯会議所

創業⽀援事業

信⽤⾦庫

創業⽀援事業（融資）

空き店舗

リノベメディア

物件探し

設計・施⼯魅⼒を可視化

路地裏マイクロディベロッパー
旧三福不動産

etc.

相互連携


